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令和３年度は環境生活建設委員会に所属（土木部・文

化観光国際部・県民生活環境部・交通局の所管）です。

委員会審査は今日で５日目です。地元長崎新聞で最近県

政スペースが少ないなか、私の質疑が掲載されました。 

◎予算総括質疑終え、現在委員会審査中 
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信じる、長崎力。 
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〇地域医療介護総合確保基金を財源とした取り組みの拡充 

県の 1/3の財源持ち出しで事業が実施できる国の有利な基金制度があ

るなか、以前より事業展開が弱いと指摘（3年前の総事業費 7.5億、新

年度 12億）。全国平均より 15年早い 2025年に高齢者人口がピークを

迎えるなか、医療介護分野でトライすべき事業にもっと積極的に取り組

むべきと他県の事業費も引き合いに出し質疑 

▶答弁：次年度検討し実施する 

〇医師会立准看護師養成所の存続に向けた支援の検討を早急に行う 

H18の北松浦郡医師会立養成校廃止、R2大村市医師会立養成校廃止、

現在、同佐世保・県央校が危機的状況にある。県内就業率が高く、両校

が廃止されると取り返しのつかない事態になる。県の積極関与による時

限的な大きな支援を求める 

▶答弁：同じ認識なので早急に医師会と協議する 

〇中小企業者支援の「業種転換事業」について 

▶答弁：補正予算での追加対応を前向きに検討する 

〇県庁跡地（県警・第二別館跡地）の前倒し活用提案 

▶答弁：第二別館跡地については前倒し活用されるが、県警跡地（解体

から既に１年半の今の状態）については難しい 

基本構想策定と並行し「長崎の歴史の学び」の場を提案し実行する 

前号でお知らせしました、9日の予算総括質疑は 45分という限られた時間のなかで種々質疑を行

い県当局の取り組みを問いましたが、引き出せた答弁は以下です。 

 


